
JP 6177167 B2 2017.8.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方に開口する開口部を通じて内視鏡を出し入れ可能に収容する洗浄消毒槽と、
　前記洗浄消毒槽の開口部を開閉可能に覆う蓋体と、
　前記蓋体の自由端側が前記開閉のために回動可能となるよう前記蓋体の固定端側と前記
洗浄消毒槽とを連結するヒンジ部と、
　前記蓋体の周縁のうち少なくとも前記自由端側に配置され、前記蓋体が前記開口部を閉
塞しているとき、前記洗浄消毒槽に貯留される液体の液面よりも少なくとも一部が高所に
て液体を保持可能な液体保持部と、
　前記液体保持部に液体を供給する給液部と、
　前記液体保持部から液体を排出する排液部と、
を含むことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　前記液体保持部は、前記蓋体の周縁全周を廻る管路であることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記蓋体の周縁全周に設けられ、前記蓋体が前記開口部を閉塞しているとき、前記洗浄
消毒槽に弾性的に当接するシール部材を含み、
　前記液体保持部は、前記シール部材の内部に一体形成されていることを特徴とする請求
項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
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【請求項４】
　水道栓と前記洗浄消毒槽とを接続する給水系管路を含み、
　前記給液部は、一端が前記給水系管路に接続され、他端が前記液体保持部に接続される
管路であることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項５】
　前記洗浄消毒槽内の液体を排液するための排水管路を含み、
　前記排液部は、一端が前記液体保持部に接続され、他端が前記排水管路に接続される管
路であることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項６】
　前記給液部は、前記洗浄消毒槽内に液体を噴射する噴射口を含み、
　前記液体保持部は、前記噴射口から噴射された液体を導入するための導入口を前記蓋体
の内面側に有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項７】
　前記排液部は、前記液体保持部に係合可能な係合部を含み、
　前記液体保持部は、保持した液体を前記係合部との係合時の弾性変形によって排出する
弾性部を有することを特徴とする請求項６に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項８】
　前記蓋体の周縁全周に設けられ、前記蓋体が前記開口部を閉塞しているとき、前記洗浄
消毒槽に弾性的に当接するシール部材を含み、
　前記液体保持部は、所定の応力によって弾性変形可能な樋状の液受溝であることを特徴
とする請求項６に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項９】
　前記給液部による液体の供給、及び、前記排液部による液体の排出を制御する制御部を
含むことを特徴とする請求項１乃至請求項８の何れか１項に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡等を収容する消毒洗浄槽の上方に開口する開口部が蓋体によって開閉
される内視鏡洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡は、医療分野及び工業分野において広く利用されている。医療分野におい
て用いられる内視鏡は、細長い挿入部を体腔内に挿入することによって、体腔内の臓器を
観察したり、必要に応じて内視鏡が具備する処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置具
を用いて各種処置を行うことが可能となっている。
【０００３】
　医療分野の内視鏡は、特に検査及び治療を目的として体腔内に挿入されるものであるた
め、使用後、再度使用するためには洗浄消毒が必要となる。この使用済みの内視鏡を洗浄
消毒する方法としては、例えば、内視鏡洗浄消毒装置（以下、単に洗浄消毒装置と称す）
を用いて行う方法が周知である。洗浄消毒装置を用いれば、内視鏡を洗浄消毒装置の洗浄
消毒槽内にセットするのみで、内視鏡に対する、洗浄、消毒、濯ぎ及び水切り等を自動的
に行うことができる。
【０００４】
　この種の洗浄消毒装置においては、洗浄消毒槽を開閉する蓋体（トップカバー）に関し
ても種々の提案がなされており、例えば、特許文献１には、トップカバーを樹脂によって
構成することにより軽量化を図るとともに、トップカバーの内部に空間を形成することに
より樹脂化した場合にも強度を向上させ、さらに、トップカバーの内部空間の中央部に収
容部を設けて水道水の予備タンクとして機能させる技術が開示されている。
【０００５】
　ところで、この種の洗浄消毒装置の蓋体には、洗浄消毒槽との当接部に沿ってパッキン
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等のシール材が周設されている。そして、蓋体は、洗浄消毒槽を閉塞する際にシール材を
洗浄消毒槽の周部等に強く押し付けることによって密閉性を確保し、洗浄消毒時における
洗浄消毒槽からの薬液の飛散や臭いの漏出等を防止することが可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３ー１３５９３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述のように樹脂等を用いて軽量化を図った蓋体においては、シール材
を洗浄消毒槽に強く押し付けた際の反力や、洗浄消毒時における薬液の液圧等によって蓋
体に反りが発生し、十分な密閉性を確保することが困難となる虞がある。
【０００８】
　これに対処し、蓋体の剛性を確保すべく、蓋体の縁辺部に金属枠等を追加することが考
えられるが、このような金属枠等の追加は蓋体の重量増加を招き、良好な開閉性を損なう
虞がある。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、重量増加等による蓋体の開閉性の低下を招
くことなく、蓋体による洗浄消毒槽の十分な密閉性を確保することができる内視鏡洗浄消
毒装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様による内視鏡洗浄消毒装置は、上方に開口する開口部を通じて内視鏡を
出し入れ可能に収容する洗浄消毒槽と、前記洗浄消毒槽の開口部を開閉可能に覆う蓋体と
、前記蓋体の自由端側が前記開閉のために回動可能となるよう前記蓋体の固定端側と前記
洗浄消毒槽とを連結するヒンジ部と、前記蓋体の周縁のうち少なくとも前記自由端側に配
置され、前記蓋体が前記開口部を閉塞しているとき、前記洗浄消毒槽に貯留される液体の
液面よりも少なくとも一部が高所にて液体を保持可能な液体保持部と、前記液体保持部に
液体を供給する給液部と、前記液体保持部から液体を排出する排液部と、を含むものであ
る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の内視鏡洗浄消毒装置によれば、重量増加等による蓋体の開閉性の低下を招くこ
となく、蓋体による洗浄消毒槽の十分な密閉性を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わり、トップカバーを閉じた状態の内視鏡洗浄消毒
装置を示す斜視図
【図２】同上、トップカバーを開いた状態の内視鏡洗浄消毒装置を示す斜視図
【図３】同上、内視鏡洗浄消毒装置の各種配管を示す回路図
【図４】同上、トップカバーの要部断面図
【図５】同上、トップカバーの変形例を示す要部断面図
【図６】同上、洗浄消毒装置による洗浄消毒制御ルーチンを示すフローチャート
【図７】本発明の第２の実施形態に係わり、内視鏡洗浄消毒装置の各種配管を示す回路図
【図８】同上、トップカバーの斜視図
【図９】同上、カバー枠を取り外した状態のトップカバーの斜視図
【図１０】本発明の第３の実施形態に係わり、内視鏡洗浄消毒装置の各種配管を示す回路
図
【図１１】同上、排水機構非作動時のトップカバーの要部断面図
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【図１２】同上、排水機構作動時のトップカバーの要部断面図
【図１３】同上、洗浄消毒装置による洗浄消毒制御ルーチンを示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の形態を説明する。図１乃至図６は本発明の第１の実施形
態に係わり、図１はトップカバーを閉じた状態の内視鏡洗浄消毒装置を示す斜視図、図２
はトップカバーを開いた状態の内視鏡洗浄消毒装置を示す斜視図、図３は内視鏡洗浄消毒
装置の各種配管を示す回路図、図４はトップカバーの要部断面図、図５はトップカバーの
変形例を示す要部断面図、図６は洗浄消毒装置による洗浄消毒制御ルーチンを示すフロー
チャートである。
【００１４】
　図１，２に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、使用済みの内視鏡２００を洗浄消毒
するための装置であり、この内視鏡洗浄消毒装置１は、装置本体２と、この装置本体２の
上部にヒンジ部６を介して開閉自在に接続された蓋体としてのトップカバー５と、を備え
て構成されている。
【００１５】
　例えば、図１，２に示すように、装置本体２の前面側左上部には、前方に引き出し自在
な洗剤トレイ１０が配設され、この洗剤トレイ１０には洗剤ボトル１１が収納されている
。
【００１６】
　また、装置本体２の前面側右上部には、前方に引き出し自在なカセットトレイ１２が配
設され、このカセットトレイ１２には消毒液タンク１３が収納されている。
【００１７】
　また、装置本体２の前面側下部には、トップカバー５に設けられたラッチ７による係合
を解放するためのペダルスイッチ１５が設けられている。
【００１８】
　また、装置本体２の上面側左右前部には洗浄消毒スタートスイッチやモード選択スイッ
チ等の各種スイッチ類が配設されたメイン操作パネル１７が設けられている。さらに、装
置本体２の前面側におけるカセットトレイ１２の上部には、洗浄消毒時間の表示や、消毒
液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１８が設けられている。そして
、これらメイン操作パネル１７及びサブ操作パネル１８は、装置本体２の内部に配設され
た制御部２０に接続されている。
【００１９】
　また、装置本体２の上面側右後部には、給水ホース接続部２１が突設されている。
【００２０】
　さらに、装置本体２の上面側略中央には、洗浄消毒槽２５が設けられている。例えば、
図２に示すように、洗浄消毒槽２５は、上方に開口する開口部２５ａを通じて内視鏡２０
０等を収納可能な槽本体２６と、この槽本体２６の外周部に連続するテラス部２７と、を
有して構成されている。
【００２１】
　槽本体２６の底部には、当該槽本体２６に貯留された洗浄液、水、或いは、消毒液等（
以下、これらを総称して洗浄液等という）を排水するための排水口３０が設けられている
。また、槽本体２６の側部には、当該槽本体２６に供給された洗浄液等を内部循環させる
ための循環吸込口３１が設けられている。さらに、槽本体２６の底部の略中央には管路消
毒用ポート３３が配設され、この管路消毒用ポート３３には、内視鏡２００から取り外さ
れた各種ボタン類等を収容するための洗浄ケース３４が設けられている。
【００２２】
　また、槽本体２６の側部の任意の位置からは、当該槽本体２６に供給された洗浄液等の
液位を検出するためのカバー付き液位センサ３５が設けられている。
【００２３】
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　テラス部２７には、洗剤ボトル１１に貯留されている洗剤を槽本体２６に供給する洗剤
ノズル３７、消毒液タンク１３に貯留されている消毒液や水道水を槽本体２６に供給する
消毒液ノズル３８、及び、循環吸込口３１から吸入した洗浄液等を槽本体２６内に再度供
給する流液噴出口３９等が設けられている。また、テラス部２７には、内視鏡２００の内
部に設けられた内視鏡管路であるチャンネルに洗浄液等を供給するための、送気送水／鉗
子口用ポート４０、鉗子起上用ポート４１、漏水検知用ポート４２等が配設されている。
【００２４】
　トップカバー５は、例えば、軽量な透明樹脂成型品によって構成されている。例えば、
図４に示すように、トップカバー５の固定端側に位置する基端部からは、ヒンジ取付部４
５が突設され、このヒンジ取付部４５を介して、トップカバー５は装置本体２のヒンジ部
６に連結されている。これにより、トップカバー５は、自由端側（先端部側）が洗浄消毒
槽２５に対して回動可能となるよう連結され、開口部２５ａを閉塞する位置（図１参照）
と、開口部２５ａを開放する位置（図２参照）と、の間で変位することが可能となってい
る。また、トップカバー５の先端部にはラッチ７が設けられ、このラッチ７が装置本体２
の前面側上部に設けられたラッチ係合部８に係合することにより、トップカバー５の開口
部２５ａを閉塞したときの状態を維持することが可能となっている。
【００２５】
　図１，２に示すように、トップカバー５の先端側領域には、平板状をなす平坦部５０が
形成され、さらに、トップカバー５の基端側領域には、平坦部５０に連続して隆起するド
ーム部５１が形成されている。
【００２６】
　平坦部５０は、トップカバー５が洗浄消毒槽２５の開口部２５ａを閉塞している状態に
おいて、主として槽本体２６に対向する位置に設けられている。この平坦部５０の内面側
は、洗浄消毒槽２５内に貯留される洗浄液等の液面が予め設定された液位（満液位置）Ｌ
まで達したとき、当該洗浄液等に接するよう設定されている。
【００２７】
　一方、ドーム部５１は、トップカバー５が洗浄消毒槽２５の開口部２５ａを閉塞してい
る状態において、主としてテラス部２７に対向する位置に設けられている。このドーム部
５１は、洗浄消毒槽２５内に貯留される洗浄液等の液面が予め設定された液位Ｌまで達し
た場合であっても、当該洗浄液等の液面よりも上方に所定の空間を維持し、洗剤ノズル３
７等の先端側を液外に露出させることが可能となっている。
【００２８】
　また、トップカバー５の周縁部であって、平坦部５０及びドーム部５１の周囲には、シ
ール溝５３が周設されている（図４参照）。このシール溝５３には、例えば、弾性を有す
る樹脂等からなるパッキン等のシール部材５５が保持されている。シール部材５５からは
リップ部５６が突設され、このリップ部５６は、トップカバー５が洗浄消毒槽２５の開口
部２５ａを閉塞している状態において、当該洗浄消毒槽２５の周縁部に弾性的に当接する
ことが可能となっている。また、シール部材５５の内部には、内部に液体を保持可能な液
体保持部としての管路５７が形成されている。なお、管路５７の容積は適宜調整すること
が可能であり、例えば、図５に示すように、シール溝５３及びシール部材５５の幅を拡大
することにより、管路５７を大容量化することも可能である。
【００２９】
　ここで、シール溝５３は、例えば、トップカバー５が洗浄消毒槽２５の開口部２５ａを
閉塞している状態において、洗浄消毒槽２５内に貯留される洗浄液等の満液時の液面の液
位Ｌよりも高所に設定されている。これにより、シール部材５５に形成された管路５７は
、洗浄消毒槽２５内に貯留される洗浄液等の液面よりも常に高所に位置することが可能と
なっている。
【００３０】
　次に、このような内視鏡洗浄消毒装置１に設けられる各種管路等の回路構成について、
図３を参照して説明する。
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【００３１】
　図３に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１の装置本体２から外部に突出する給水ホース
接続部２１は、ホース６１を介して、水道栓６０に接続されている。一方、装置本体２内
において、給水ホース接続部２１は、給水系管路６２を介して、消毒液ノズル３８に接続
されている。この給水系管路６２の中途には、例えば、給水ホース接続部２１側から順に
、水道水等の給水及び止水を行う電磁弁等からなる給水弁６３と、水道水を濾過する給水
フィルタ６４と、循環液の逆流を防止するための逆止弁６５と、水道水等の給水及び止水
を行う電磁弁等からなる濯ぎ弁６６と、が介装されている。給水弁６３及び濯ぎ弁６６は
、制御部２０からの制御信号に応じて、給水系管路６２の中途をそれぞれ開閉可能となっ
ている。
【００３２】
　また、消毒液ノズル３８の直下流において、給水系管路６２の中途は、消毒液注入管路
７０を介して、消毒液タンク１３に連通されている。消毒液注入管路７０には、消毒液タ
ンク１３側から順に、注入ポンプ７１と、注出弁７２と、逆止弁７３と、が介装されてい
る。注出弁７２は、制御部２０からの制御信号に応じて、消毒液注入管路７０の中途を開
閉可能となっている。また、注入ポンプ７１は、制御部２０からの制御信号基づいて駆動
制御される。そして、注入ポンプ７１は、注出弁７２の開弁時に駆動されると、消毒液タ
ンク１３内に貯留されている消毒液を消毒液注入管路７０内に圧送して消毒液ノズル３８
から吐出させる。
【００３３】
　また、消毒液タンク１３は、消毒液回収管路７４を介して、管路切換弁機構７５に接続
されている。この管路切換弁機構７５には、排水口３０が接続され、さらに、中途に排水
ポンプ７７が介装された排水管路７６が接続されている。また、消毒液タンク１３には、
ドレーン配管７８を介してドレーン口７９が接続されている。
【００３４】
　管路切換弁機構７５は、制御部２０からの制御信号に応じて、排水口３０と消毒液回収
管路７４との連通、排水口３０と排水管路７６との連通、或いは、排水口３０と消毒液回
収管路７４及び排水管路７６との遮断を選択的に切り換えることが可能となっている。ま
た、排水ポンプ７７は、制御部２０からの制御信号に基づいて駆動制御される。そして排
水ポンプ７７は、管路切換弁機構７５による排水口３０と排水管路７６との連通時に駆動
されると、洗浄消毒槽２５内に貯留されている洗浄液等の廃液を外部に排出する。
【００３５】
　また、洗浄消毒槽２５に設けられた流液噴出口３９は、流液洗浄用管路８０を介して、
循環吸込口３１に連通されている。この流液洗浄用管路８０の中途には、流液洗浄ポンプ
８１が介装されている。さらに、循環吸込口３１と流液洗浄ポンプ８１との間において、
流液洗浄用管路８０の中途には、管路内洗浄用管路８２の一端が接続されている。
【００３６】
　この管路内洗浄用管路８２の他端は、エア供給管路８５と連通するよう接続されている
。また、管路内洗浄用管路８２には、流液洗浄用管路８０側から順に、管路内洗浄用ポン
プ８３と、逆止弁８４と、が介装されている。
【００３７】
　エア供給管路８５の一端は、コンプレッサ８６と接続され、他端は、電磁切換弁８７と
接続されている。また、エア供給管路８５の中途には、管路内洗浄用ポンプ８３とコンプ
レッサ８６との間に、逆止弁８８が介装されている。
【００３８】
　また、電磁切換弁８７は、管路８９を介して、送気送水／鉗子口用ポート４０に接続さ
れている。さらに、洗浄消毒槽２５内において、送気送水／鉗子口用ポート４０には内視
鏡管路洗浄用チューブ９０の一端側が接続され、この内視鏡管路洗浄用チューブ９０の他
端側には、内視鏡保持部材９１に保持された内視鏡２００内の各内視鏡管路が接続されて
いる。
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【００３９】
　流液洗浄ポンプ８１は、制御部２０からの制御信号に基づいて駆動制御される。そして
、流液洗浄ポンプ８１は、洗浄消毒槽２５内の洗浄液等を循環吸込口３１を通じて流液洗
浄用管路８０内に吸い込み、吸い込んだ洗浄液等を流液噴出口３９から洗浄消毒槽２５内
に噴出させる。これにより、洗浄消毒槽２５内には液流が発生し、洗浄液等が攪拌される
。また、電磁切換弁８７は、制御部２０からの制御信号に応じて、エア供給通路８５側と
管路８９側との間を開閉することが可能となっている。また、管路内洗浄用ポンプ８３は
、制御部２０からの制御信号に基づいて駆動制御される。そして、管路内洗浄用ポンプ８
３は、電磁切換弁８７によるエア供給通路８５と管路８９との連通時に駆動されると、流
液洗浄用管路８０内に取り込まれた洗浄液等の一部を管路内洗浄用ポンプ８３内に導入し
、内視鏡管路洗浄用チューブ９０内に吐出させる。これにより、内視鏡２００の各管路内
に洗浄液等が圧送される。また、コンプレッサ８６は、制御部２０からの制御信号に基づ
いて駆動制御される。そして、コンプレッサ８６は、電磁切換弁８７によるエア供給通路
８５と管路８９との連通時に駆動されると、内視鏡管路洗浄用チューブ９０内にエアを圧
送する。これにより、内視鏡２００の各種管路内に導入された洗浄液等が排出される。
【００４０】
　また、洗剤トレイ１０に設けられた洗剤ボトル１１は、洗剤供給管路９２を介して、洗
剤ノズル３７に接続されている。この洗剤供給管路９２の中途には、上流側から順に、逆
止弁９３と、洗剤ポンプ９４と、電磁切換弁９５と、が介装されている。
【００４１】
　電磁切換弁９５は、制御部２０からの制御信号に応じて、洗剤供給管路９２の中途を開
閉可能となっている。また、洗剤ポンプ９４は、制御部からの制御信号に基づいて駆動制
御される。そして、洗剤ポンプ９４は、洗剤供給管路９２の開放時に駆動されると、洗剤
ボトル１１内に貯留されている洗剤を洗剤供給管路９２内に圧送し、洗剤ノズル３７から
洗浄消毒槽２５内に吐出させる。
【００４２】
　また、洗浄消毒槽２５に設けられた漏水検知用ポート４２には、漏水検知管路９６を介
して、エアポンプ９７が接続されている。一方、洗浄消毒槽２５内において、漏水検知用
ポート４２には、漏水検知チューブ９８が接続され、この漏水検知チューブ９８を介して
内視鏡２００が接続されている。
【００４３】
　また、トップカバー５のシール部材５５に設けられた管路５７の一端側には、給液部と
しての貯水部供給管路１００を介して、給水系管路６２の中途（より具体的には、逆止弁
６５と濯ぎ弁６６との間における給水系管路６２の中途）が接続されている。この貯水部
供給管路１００の中途には、給水系管路６２側から順に、貯水部給水弁１０１と、貯水部
切換弁１０２と、逆止弁１０３と、が介装されている。また、貯水部供給管路１００の中
途には、貯水部送気管路１０５の一端側が貯水部切換弁１０２を介して接続されている。
この貯水部送気管路１０５の他端側は、電磁切換弁８７と逆止弁８８との間においてエア
供給管路８５の中途に接続されている。また、貯水部送気管路１０５の中途には、貯水部
送気弁１０６が介装されている。
【００４４】
　一方、管路５７の他端側には、排液部としての貯水部排水管路１１０を介して、排水管
路７６が接続されている。また、貯水部排水管路１１０の中途には、管路５７側から順に
、貯水部排水弁１１１と、逆止弁１１２と、が介装されている。
【００４５】
　貯水部切換弁１０２は、制御部２０からの制御信号に応じて、貯水部供給管路１００自
身の中途の連通、或いは、貯水部供給管路１００の中途と貯水部送気管路１０５との連通
を選択的に切り換えることが可能となっている。
【００４６】
　また、貯水部給水弁１０１は、制御部２０からの制御信号に応じて、貯水部供給管路１
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００の中途を開閉可能となっている。そして、給水弁６３が開弁されるとともに、貯水部
切換弁１０２によって貯水部供給管路１００自身の中途が連通されている状態において、
貯水部給水弁１０１が開弁されると、水道栓６０から供給される水道水が管路５７内に導
入される。
【００４７】
　また、貯水部送気弁１０６は、制御部２０からの制御信号に応じて、貯水部送気管路１
０５の中途を開閉可能となっている。さらに、貯水部排水弁１１１は、制御部２０からの
制御信号に応じて、貯水部排水管路１１０の中途を開閉可能となっている。そして、貯水
部切換弁１０２によって貯水部供給管路１００の中途と貯水部送気管路１０５とが連通さ
れている状態において、貯水部送気弁１０６及び貯水部排水弁１１１が開弁されると、コ
ンプレッサ８６で発生したエアが管路５７内に導入され、このエアの導入によって押し出
された水道水が、貯水部排水管路１１０を通じて排出される。
【００４８】
　次に、このように構成された内視鏡洗浄消毒装置１の作用について、図６に示す洗浄消
毒制御ルーチンのフローチャートに従って説明する。このルーチンは、例えば、制御部２
０において実行されるものであり、ユーザ等により、トップカバー５が開成され、洗浄消
毒槽２５内に内視鏡２００等がセットされ、且つ、トップカバー５が閉成される等の作業
が行われた後、メイン操作パネル１７等が操作されることによってスタートする。なお、
これら一連の作業時において、トップカバー５のシール部材５５に形成された管路５７内
は、水道水によって満たされていない空洞状態となっている。従って、トップカバー５は
軽量であり、ユーザ等はトップカバー５の開閉動作を容易に行うことが可能である。
【００４９】
　ルーチンがスタートすると、制御部２０は、先ず、ステップＳ１０１において、洗浄消
毒槽２５内への水道水の給水、及び、洗剤の投入を行う。すなわち、制御部２０は、例え
ば、給水弁６３及び濯ぎ弁６６を開弁制御することにより、水道栓６０から供給される水
道水を給水系管路６２を介して洗浄消毒槽２５内に給水する。また、制御部２０は、電磁
切換弁９５を開弁制御するとともに、洗剤ポンプ９４を駆動制御することにより、洗剤ボ
トル１１内に貯留されている洗剤を洗浄消毒槽２５内に投入する。
【００５０】
　なお、このステップＳ１０１において、洗浄消毒槽２５内に供給される洗浄液（水道水
及び洗剤による混合液）の液量は、予め設定された満液時の液量よりも少なく設定されて
いる。従って、制御部２０は、例えば、洗浄消毒槽２５内に供給される洗浄液の液位が満
液時の液位Ｌよりも所定に低い液位に達した時点で、濯ぎ弁６４及び電気切換弁９５を閉
弁するとともに、洗剤ポンプ９４を停止させる。
【００５１】
　ステップＳ１０１からステップＳ１０２に進むと、制御部２０は、内視鏡２００等に対
する洗浄工程を行う。すなわち、制御部２０は、例えば、流液洗浄ポンプ８１を駆動制御
して洗浄消毒槽２５内の洗浄液を循環させる。また、制御部２０は、電磁切換弁８７を開
弁制御するとともに、管路内洗浄用ポンプ８３を駆動制御し、洗浄消毒槽２５から流液洗
浄用管路８０内に導入された洗浄液の一部を、内視鏡２０の各内視鏡管路内に流通させる
。
【００５２】
　このような洗浄工程が終了してステップＳ１０２からステップＳ１０３に進むと、制御
部２０は、排液・濯ぎ工程を行う。すなわち、制御部２０は、管路切換弁機構７５を制御
して排水口３０を排水管路７６に連通させるとともに、排水ポンプ７７を駆動制御するこ
とにより、洗浄消毒槽２５内の洗浄液を排液する。このとき、制御部２０は、例えば、電
磁切換弁８７を開弁制御するとともに、コンプレッサ８６を駆動制御し、内視鏡２００の
各内視鏡管路内をエアブローすることにより、当該内視鏡管路内に残留している洗浄液を
排出する。そして、排液後において、制御部２０は、例えば、濯ぎ弁６６を開弁制御する
ことにより洗浄消毒槽２５内に水道水を給水した後、流液洗浄ポンプ８１を駆動して洗浄



(9) JP 6177167 B2 2017.8.9

10

20

30

40

50

消毒槽２５内の水道水を循環させる。さらに、制御部２０は、例えば、電気切換弁８７を
開弁制御するとともに、管路内洗浄用ポンプ８３を駆動制御し、洗浄消毒槽２５から流液
洗浄用管路８０内に導入された水道水の一部を、内視鏡２０の各内視鏡管路内に流通させ
る。その後、制御部２０は、例えば、上述の排液処理と同様の処理によって、洗浄消毒槽
２５内（及び、内視鏡管路内）の水道水を排水する。
【００５３】
　このような排液・濯ぎ工程が終了してステップＳ１０３からステップＳ１０４に進むと
、制御部２０は、トップカバー５の管路５７内への給水を行う。すなわち、制御部２０は
、貯水部給水弁１０１を開弁制御するとともに、貯水部切換弁１０２を切換制御すること
により、給水系管路６２を管路５７に連通し、当該管路５７内に水道水を給水する。そし
て、管路５７内に水道水が給水されると、トップカバー５は、シール部材５５が配設され
た周縁部のみが加重され、この加重によってリップ部５６が洗浄消毒槽２５に強く押し付
けられることにより、洗浄消毒槽２５の開口部２５ａは高い密封性にて閉塞される。
【００５４】
　そして、ステップＳ１０４からステップＳ１０５に進むと、制御部２０は、洗浄消毒槽
２５内への消毒液の給液を行う。すなわち、制御部２０は、注出弁７２を開弁制御すると
ともに、注入ポンプ７１を駆動制御することにより、消毒液タンク１３内に貯留されてい
る消毒液を洗浄消毒槽２５内に給液する。
【００５５】
　なお、このステップＳ１０５において、洗浄消毒槽２５内に供給される消毒液の液量は
、予め設定された満液量まで達するよう設定されている。すなわち、制御部２０は、トッ
プカバー５の平坦部５０まで消毒液が接する液位Ｌに達するまで消毒液を供給する。この
とき、平坦部５０等には所定の浮力等が発生するが、トップカバー５に設けられたシール
部材５５は、管路５７内に給水された水道水等によって加重されることにより、洗浄消毒
液５の開口部５ａを的確にシールする。これにより、洗浄消毒槽２５内からの消毒液の飛
散や臭いの漏出等が防止される。
【００５６】
　そして、ステップＳ１０５からステップＳ１０６に進むと、制御部２０は、消毒工程を
実施する。すなわち、制御部２０は、例えば、流液洗浄ポンプ８１を所定時間駆動制御す
ることにより、洗浄消毒槽２５内の消毒液を循環させる。このとき、流液噴出口３９から
噴出される消毒液により、トップカバー５のドーム部５１についても消毒される。また、
制御部２０は、例えば、電気切換弁８７を開弁制御するとともに、管路内洗浄用ポンプ８
３を所定時間駆動制御することにより、内視鏡２００の各内視鏡管路内にも消毒液を供給
する。そして、これら流液洗浄ポンプ８１及び管路内洗浄用ポンプ８３の停止後、制御部
２０は、所定時間待機する。
【００５７】
　このような消毒工程が終了してステップＳ１０６からステップＳ１０７に進むと、制御
部２０は、排液・濯ぎ工程を実施する。すなわち、制御部２０は、管路切換弁機構７５を
制御して排水口３０を消毒液回収管路７４に連通させることにより、消毒液を消毒液タン
ク１３内に排液する。このとき、制御部２０は、例えば、電磁切換弁８７を開弁制御する
とともに、コンプレッサ８６を駆動制御し、内視鏡２００の各内視鏡管路内をエアブロー
することにより、当該内視鏡管路内に残留している消毒液を排出する。そして、排液後に
おいて、制御部２０は、例えば、濯ぎ弁６６を開弁制御することにより洗浄消毒槽２５内
に水道水を給水した後、流液洗浄ポンプ８１を駆動して洗浄消毒槽２５内の水道水を循環
させる。さらに、制御部２０は、例えば、電気切換弁８７を開弁制御するとともに、管路
内洗浄用ポンプ８３を駆動制御し、洗浄消毒槽２５から流液洗浄用管路８０内に導入され
た水道水の一部を、内視鏡２０の各内視鏡管路内に流通させる。その後、制御部２０は、
例えば、上述の排液処理と同様の処理によって、洗浄消毒槽２５内（及び、内視鏡管路内
）の水道水を排水する。
【００５８】
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　このような排液・濯ぎ工程が終了してステップＳ１０７からステップＳ１０８に進むと
、制御部２０は、トップカバー５の管路５７内からの水道水の排水を行った後、ルーチン
を終了する。すなわち、制御部２０は、貯水部切換弁１０２を切換制御するとともに、貯
水部送気弁１０６を開弁制御することにより、貯水部送気管路１０５を管路５７に連通す
る。また、制御部２０は、貯水部排水弁１１１を開弁制御する。そして、制御部２０は、
コンプレッサ８６を駆動制御し、管路５７内をエアブローすることにより、管路５７内の
水道水を貯水部排水管路１１０を通じて排水する。
【００５９】
　このような一連の洗浄消毒制御が終了した後、ユーザ等により、トップカバー５が開成
され、洗浄消毒槽２５内から内視鏡２００等が取り出される。このとき、トップカバー５
の管路５７内の水道水は既に排水されているため、ユーザ等はトップカバー５を容易に開
閉させることが可能となる。
【００６０】
　このような実施形態によれば、トップカバー５の周縁全周に亘って配置され、トップカ
バー５が洗浄消毒槽２５の開口部２５ａを閉塞しているとき、当該洗浄消毒槽２５に貯留
される洗浄液等の液面よりも高所にて水道水を保持可能な管路５７と、管路５７に水道水
を供給する貯水部供給管路１００と、管路５７から水道水を排出する貯水部排水管路１１
０と、を有して内視鏡洗浄消毒装置１を構成することにより、重量増加によるトップカバ
ー５の開閉性の低下を招くことなく、トップカバーによる洗浄消毒槽２５の十分な密閉性
を確保することができる。
【００６１】
　すなわち、トップカバー５によって洗浄消毒槽２５の開口部２５ａを密閉する際には、
管路５７内に水道水を保持させ、この水道水によってトップカバー５の重量を増加させる
ことにより、シール部材５５を洗浄消毒槽２５に圧着させて開口部２５ａの密閉性を高め
ることができる。
【００６２】
　その際、管路５７は、洗浄消毒槽２５内に貯留される洗浄液等の液面よりも高所に配置
されることにより、管路５７に保持された水道水の重量をシール部材５５に対して的確に
伝達することができる。なお、本実施形態においては、管路５７の全体が洗浄液等の液面
よりも高所となるよう構成しているが、少なくとも一部が洗浄液等の液面よりも高所に配
置するよう構成しても良い。
【００６３】
　また、管路５７をトップカバー５の周縁に設けることにより、トップカバー５の剛性を
必要以上に高く設定することなく、シール部材５５を的確に加重することができる。
【００６４】
　加えて、管路５７をシール部材５５の内部に形成したことにより、専用の管路等を追加
することなく簡単な構成で、トップカバー５を加重することができる。
【００６５】
　一方、トップカバー５の開閉時には、管路５７内の水道水を排水することにより、トッ
プカバー５を軽量化させることができ、トップカバー５の良好な開閉性を実現することが
できる。
【００６６】
　また、管路５７に対する給排水には、給水系管路６２や排水管路７６等を一部兼用する
ことにより、管路５７に対する給排水系の構造の簡素化を実現することができる。
【００６７】
　次に、図７乃至図９は本発明の第２の実施形態に係わり、図７は内視鏡洗浄消毒装置の
各種配管を示す回路図、図８はトップカバーの斜視図、図９はカバー枠を取り外した状態
のトップカバーの斜視図である。なお、本実施形態はシール部材５５とは別体の管路１２
０を設けた点が、上述の第１の実施形態に対して主として異なる。その他、上述の第１の
実施形態と同様の点については、同符号を付して説明を省略する。
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【００６８】
　図９に示すように、本実施形態のトップカバー５の上面側の周縁全周には、例えば、軽
量な樹脂パイプ等からなる液体保持部としての管路１２０が設けられている。
【００６９】
　また、例えば、図８に示すように、トップカバー５の上面側の周縁には、カバー枠１２
１が設けられ、このカバー枠１２１によって管路１２０が覆われている。
【００７０】
　さらに、例えば、図６に示すように、管路１２０の一端側には貯水部供給管路１００が
接続され、他端側には貯水部排水管路１１０が接続されている。
【００７１】
　このような実施形態によれば、上述の第１の実施形態と略同様の作用効果を奏すること
ができる。
【００７２】
　次に、図１０乃至図１３は本発明の第３の実施形態に係わり、図１０は内視鏡洗浄消毒
装置の各種配管を示す回路図、図１１は排水機構非作動時のトップカバーの要部断面図、
図１２は排水機構作動時のトップカバーの要部断面図、図１３は洗浄消毒装置による洗浄
消毒制御ルーチンを示すフローチャートである。なお、本実施形態は、液体保持部、給液
部、及び、排液部の各構成が上述の第１の実施形態に対して主として異なる。その他、上
述の第１の実施形態と同様の点については、同符号を付して説明を省略する。
【００７３】
　図１０乃至図１２に示すように、本実施形態のシール部材５０には、液体保持部として
の液受溝１３０が一体的に設けられている。この液受溝１３０は、例えば、トップカバー
５の内側に突出された弾性を有する樋状の部材によって構成され、内部に液体を保持する
ことが可能となっている。
【００７４】
　図１１，１２に示すように、本実施形態の流液噴出口３９は、ドーム部５１内において
液受溝１３０の近傍に配設されており、液受溝１３０は、流液噴出口３９から噴出された
洗浄液等の一部を受液して保持することが可能となっている。すなわち、本実施形態にお
いて、流液噴出口３９は、液受溝１３０に液体を供給する給液部としての機能を兼用する
。
【００７５】
　また、図１１，１２に示すように、トップカバー５の固定端側において、洗浄消毒槽２
５には、液受溝１３０に係合可能な係合部材１３３が設けられている。この係合部材１３
３の先端部は、フック形状をなし、液受溝１３０の内部に臨まされている。
【００７６】
　また、係合部材１３３の基端側は洗浄消毒槽２５の外部に延出され、この係合部材１３
３の基端側には、制御部２０からの制御信号に基づいて駆動制御される電磁ソレノイド１
３４が連結されている。
【００７７】
　また、係合部材１３３の中途には、電磁ソレノイド１３４による駆動方向とは逆方向に
係合部材１３３を付勢するリターンスプリング１３５が連結されている。
【００７８】
　係合部材１３３は、電磁ソレノイド１３４の駆動時には、トップカバー５の内方（すな
わち、トップカバー５の自由端側）にシフトされ、先端部が液受溝１３０に係合する。こ
れにより、液受溝１３０は、その一部は弾性変形され、内部に保持した液体を排出する（
図１２参照）。
【００７９】
　一方、係合部材１３３は、電磁ソレノイド１３４非駆動時には、リターンスプリング１
３５の付勢力によってトップカバー５の外方（すなわち、トップカバー５の固定端側にシ
フトされ、液受溝１３０との係合が解かれる。これにより、液受溝１３０は、内部に液体
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を保持可能なもとの形状に復元される（図１１参照）。
【００８０】
　このように、本実施形態において、係合部材１３３、電磁ソレノイド１３４、及び、リ
ターンスプリング１３５は、排水部としての排水機構１３２を構成する。
【００８１】
　次に、このように構成された内視鏡洗浄消毒装置１の作用について、図１３に示す洗浄
消毒制御ルーチンのフローチャートに従って説明する。なお、本実施形態において、図１
３中のステップＳ２０２，Ｓ２０３，Ｓ２０４，Ｓ２０６，Ｓ２０７，Ｓ２１０は、それ
ぞれ、上述の第１の実施形態で説明したステップＳ１０１，Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０
５，Ｓ１０６，Ｓ１０７に略対応する処理であるため、詳細な説明を省略する。
【００８２】
　このルーチンがスタートすると、制御部２０は、先ず、ステップＳ２０１において、電
磁ソレノイド１３４を駆動制御して液受溝１３０の一部を弾性変形させることにより、当
該液受溝１３０を排液モードに制御する。これにより、液受溝１３０内に液体が保持され
ることなく、ステップＳ２０２～Ｓ２０４までの各工程が行われる。
【００８３】
　ステップＳ２０４からステップＳ２０５に進むと、制御部２０は、電磁ソレノイド１３
４の駆動をオフして液受溝１３０の変形を復元させることにより、当該液受溝１３０を貯
液モードに制御する。これにより、ステップＳ２０７において、流液噴出口３９から噴射
された消毒液の一部が液受溝１３０に保持され、保持された消毒液の重量がトップカバー
５に付加されることによってシール部材５５が洗浄消毒槽２５に圧接される。
【００８４】
　ステップＳ２０７からステップＳ２０８に進むと、制御部２０は、電磁ソレノイド１３
４を駆動制御して液受溝１３０の一部を弾性変形させることにより、当該液受溝１３０を
排液モードに制御する。これにより、液受溝１３０から消毒液が排液される。
【００８５】
　ステップＳ２０８からステップＳ２０９に進むと、制御部２０は、電磁ソレノイド１３
４の駆動をオフして液受溝１３０の変形を復元させることにより、当該液受溝１３０を貯
液モードに制御する。これにより、ステップＳ２１０における濯ぎ工程により、流液噴出
口３９から噴射された水道水の一部が液受溝１３０に保持される。
【００８６】
　そして、ステップＳ２１０からステップＳ２１１に進むと、制御部２０は、電磁ソレノ
イド１３４を駆動制御して液受溝１３０の一部を弾性変形させることにより、当該液受溝
１３０を排液モードに制御した後、ルーチンを抜ける。これにより、液受溝１３０から水
道水が排液され、ステップＳ２０７の消毒工程において液受溝１３０に付着した消毒液が
洗い流される。なお、この制御が終了すると、電磁ソレノイド１３４に対する駆動制御は
オフされるため、液受溝１３０はもとの形状に復元される。
【００８７】
　このような実施形態によれば、上述の第１の実施形態と略同様の効果を奏することがで
きる。
【００８８】
　なお、本発明は、以上説明した各実施形態に限定されることなく、種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の技術的範囲内である。例えば、上述の各実施形態において
は、管路等の液体保持部をトップカバー５の周縁全周に亘って周設した構成の一例につい
て説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、トップカバー５の周縁
の少なくとも自由端側に配置された構成であっても良い。また、上述の各実施形態の構成
を適宜組み合わせてもよいことは勿論である。
【符号の説明】
【００８９】
　１…内視鏡洗浄消毒装置、２…装置本体、５…トップカバー、６…ヒンジ部、７…ラッ
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チ、８…ラッチ係合部、１０…洗剤トレイ、１１…洗剤ボトル、１２…カセットトレイ、
１３…消毒液タンク、１５…ペダルスイッチ、１７…メイン操作パネル、１８…サブ操作
パネル、２０…制御部、２１…給水ホース接続部、２５…洗浄消毒槽、２５ａ…開口部、
２６…槽本体、２７…テラス部、３０…排水口、３１…循環吸込口、３３…管路消毒用ポ
ート、３４…洗浄ケース、３５…液位センサ、３７…洗剤ノズル、３８…消毒液ノズル、
３９…流液噴出口、４０…送気送水／鉗子口用ポート、４１…鉗子起上用ポート、４２…
漏水検知用ポート、４５…ヒンジ取付部、５０…平坦部、５１…ドーム部、５３…シール
溝、５５…シール部材、５６…リップ部、５７…管路（液体保持部）、６０…水道栓、６
１…ホース、６２…給水系管路、６３…給水弁、６４…給水フィルタ、６５…逆止弁、６
６…濯ぎ弁、７０…消毒液注入管路、７１…注入ポンプ、７２…注出弁、７３…逆止弁、
７４…消毒液回収管路、７５…管路切換弁機構、７６…排水管路、７７…排水ポンプ、７
８…ドレーン配管、７９…ドレーン口、８０…流液洗浄用管路、８１…流液洗浄ポンプ、
８２…管路内洗浄用管路、８３…管路内洗浄用ポンプ、８４…逆止弁、８５…エア供給管
路、８６…コンプレッサ、８７…電磁切換弁、８８…逆止弁、８９…管路、９０…内視鏡
管路洗浄用チューブ、９１…内視鏡保持部材、９２…洗剤供給管路、９３…逆止弁、９４
…洗剤ポンプ、９５…電磁切換弁、９６…漏水検知管路、９７…エアポンプ、９８…漏水
検知チューブ、１００…貯水部供給管路（給液部）、１０１…貯水部給水弁、１０２…貯
水部切換弁、１０３…逆止弁、１０５…貯水部送気管路、１０６…貯水部送気弁、１１０
…貯水部排水管路（排液部）、１１１…貯水部排水弁、１１２…逆止弁、１２０…管路（
液体保持部）、１２１…カバー枠、１３０…液受溝（液体保持部、導入口）、１３２…排
水機構（排水部）、１３３…係合部材、１３４…電磁ソレノイド、１３５…リターンスプ
リング、２００…内視鏡

【図１】 【図２】
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摘要(译)

甲而不被盖体重增加降低盖的关闭，例如，提供一种内窥镜清洗消毒装
置，其能够确保清洗的足够的密封和消毒槽。A被设置在顶盖5的整个圆
周周边当顶盖5关闭清洗桶25，该液体表面的开口25a，例如存储在清洗
桶25的清洗液一个管道57，其可以在高海拔比，储集层供应线100保持
的自来水供给自来水管道57和用于从导管57排出自来水的贮存器排放管
道110，从而构成内窥镜清洗和消毒设备1。
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